＜第10回全国業者青年交流会アピール＞

業者青年が力を合わせ、強く大きな民商青年部をつくり、誇りとやりがいをもって商売の展望を切り開こう


　民商青年部・全青協は、9月14、15日の2日間、「もっとつながりつくろうや！交流の向こうに明日がみえる」をメーンテーマに、大津市の琵琶湖畔において、第10回全国業者青年交流会を開きました。

　全国から600人が集い、商売・経営のこだわりや工夫、展望を大いに語り合い、夢や悩みを本音で語り合える民商青年部の魅力を確かめ合いました。なによりも、私たち青年世代が、仲間と出会い、熱い思いを持って交流することが、中小業者として生きるための、かけがえのない「財産」であることを実感しました。

　私たち業者青年は悩みや困難を抱えながらも、「商売を伸ばしたい」「お客さんに喜ばれる仕事がしたい」と高い志を持っています。顧客ニーズに対応した商品・サービスを提供し利潤を得る経済活動を通して、地域経済やまちづくり、文化の担い手として、また、ものづくりの技術・技能を継承・発展させる存在として、中小業者の社会的役割を引き継いでいます。一人ひとりが、これからの日本経済を発展させる主人公です。

　今、実体経済とかけはなれた投機マネーが原油・原材料・穀物を高騰させ、物価高を招いています。このことで業者青年はかつて経験したことのない経営難を余儀なくされています。「構造改革」を進めてきた政府・自公政権は、大企業を優遇し中小業者・国民の営業とくらしを切り捨て、消費税の増税を打ち出していました。多くの仲間は「強い者だけが繁栄する経済は許せない」「頑張りが報われる社会であってほしい」と切実な思いを持っています。国民の批判が高まり、首相が２代に渡って政権を投げ出しました。政治は激動しています。声を上げれば政治は変えられる時代です。

　私たちは、商売がしやすい世の中にする力を持っています。業者青年の豊かな感性と力を一つに合わせれば、目の前には大きな可能性が広がり、要求は実現します。全青協は１９７５年の結成以来、業者青年の要求実現と地位向上の運動をすすめています。業者青年の実態と要求を政府に訴え、制度改善を実現させてきました。日々、がんばっている運動の一つひとつが、すべての業者青年が元気に商売できる経営環境づくりにつながっています。現状がたとえ困難でも、民商青年部の仲間と熱く語り合い、励まし合うことが、商売の展望を切り開く力となります。

青年部の仲間のみなさん

　経済状況が厳しいときだからこそ、仲間の思いに心を寄せて運動をすすめ、業者青年の拠り所となる青年部をすべての民商でつくりましょう。強く大きな青年部を私たちの手でつくりましょう。「１５０００人の全青協」をめざし、一人ひとりが青年部の仲間を増やし、誇りとやりがいをもって商売できる社会をめざすことを心から訴えます。

全国の業者青年のみなさん

　民商青年部・全青協は業者青年の切実な要求を運動の原点に、商売を伸ばすために仲間と語り合い交流を深め、前向きに商売できるよう経営環境の改善に力を合わせています。みなさんが民商青年部の仲間に加わり、商売の夢や喜びを分かち合い、ともに手を取り合い歩むことを心から訴えます。
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